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雑 報

　　　　　　　　和歌山高商の20センチ赤道儀

　和歌山高等商業學校に於ては御大典記念事業のL・つミして天騰望遠鏡を

設置する事ごなり，去る一月中頃設置を終った．特等部分品はチャンス硝

子材を使用せる中村鏡にて，有罪径203ミリ，焦鮎距離170センのものであ

る．接眼レンズは25，12．5，9，6ミリの四個を具へ，サングラス，及びム

ーングラスニ個つつある．プアインダーは径30ミリのもの二個である・毫

架は西村製作所に於て製作し，方位及び緯度修正，度盛環，筒廻韓装置を

具へた固定型の赤道儀であって，重量約80貫である．時計仕懸は無いが

フック，ジヨづントによる微動蓮動を装置してある．望遠鏡は同校圖書庫

屋上三階の見晴らし維好の位置に設置せられ，レール上に押出し得る覆に

牧められて居る．縮費用900圓，高等商業學校に大きな望遠鏡を設置せる

事ミ，最初の提案者が天文に縁の無さそうに見える文學士加川教授である

事ご，硝子材を除いて一切が國産品である事が從來の望遠鏡に比し異彩を

はなって居る．（N）

　　　　　5月9臼の皆既日蝕について払底側の報告

　5月18日学行のNature誌上に，去る5月9日の日蝕観測に關する，次

の如き意味の一文があっkから御紹介します。（1）

　不幸にして，アロアスター及びパタニに於ける英國観測隊からの報告は

甚だ失望すべき物であり，殊に後者にては濃雲の凹め何等牧獲なく，前者

では僅かに薄雲を通して撒枚の爲眞を撮影しナこのだが，此等は便値が少な

くはないかミ恐れられてみる．

　併し幸にして，マストラ及びブイリッピンでは，より良い歌態にあっゾこ．

フイリツピンのイロィロにはワシントン，海軍天文i塁，ハンプJLグの米・猴｝

隊が居り，2人の英人の観測者（ラオターーフヒルド博士xSロdド氏）が居た．

此庭では梢々高暦に巻雲があっナこが，その爲め観測が妨げられナこ様ではな
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かつた，そして鮮やかな旗歌のプロミネンスが撮られ，米國入は「星條旗に

似てみる」ε言ってみる．コロナは極大期型であり，六本の流線を認める．

ラオターフイルド博士は，此のコuナは1927年6月の時より，より輝き，よ

り籏がつて居り，且つ皆銑中の暗さは，其時程ひ誘くなかったミ報じてみ

る．彼は5月ll日のデイリー・ニウス誌上に，赤外線乾板で薄雲を通じて，

コロナのはっきりした外形を撮影し得ナこご嚢表してみる．ワシントン隊は

皆既中の模襟を活動爲眞に撮影したが，未だ現像されてるない．

　スマトラに於ける除の中，或る者は曇られ，或る者は成功しfe．日食観

測に成功した回数ではレコード・ネルダーだε云はれるスワス・モオア天

文肇長ミラー教授は焦黒占距離65沢カメラでコロナの撮影に交た成功しtこ・

此の乾板Sdロィロで撮られた乾板εを比較すれば，1時間の間にコロナ

が如何に憂化したか“rAらかにされやう．ポツダムのフロィンドリツヒ教

授は観測成功を報じてみる．同教授のはアィンシタィン原理の研究である・

此問題は未だ相野原理の論文が出版される前，大戦前から彼が從事してみ

たものである．今世紀に入って，スマトラでの日蝕観測が成功したのは此

れで三回になった．EPち1901年ミ1926年こ本年＞S．

　侮ほ，ロイテル通信に依れば，アロアスターに於けるジャクソン博士は

次の如く獲表してみる．現像した乾板を見るS，以前の回想よりよく撮れ

てみる．透明度はギグルスヰックのε等しい．撒個の美しいプロミネンス

の内，殊に1個は長さ15萬哩，高さ10萬哩のアーチ型である．コロナ内の

速度を測る装置は十分であった．

新しい天文野土

　去る三月，京都帝國大學の天台部に於いて，山村清，森川光郎爾氏が卒

業され，山村氏は天文學教室の副手に，又，森川氏は同助手になられナこ・

爾氏共に本會員である．

　東京天文肇でも今年，弓頭要一郎，鈴木敬信，堀鎭夫，森清，矢崎信一

の五氏が卒業された由．
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　　　　　　　　　ジヤバで開かれ陀第四回太畢

　　　　　　　　　興部術會議の天文部の胱況

　去る五月十六日から南洋ジヤバのバタピヤ及びバンドン市で開かれた第

四回三二三二術回議は，各國より集まる者約四百名，うち日本の代表者四

十三名S一いふ肚んな勢であった．其の中の天文三二は二十四日午前九時か

らバンドン工業大回第6番室で開．かかれk・之れには，其の土地のレンバ

ン天文皇からフアウトVoute壷長やクラ．イケンKreiken博士が出席され，

外國からは米國のミラー，カーテ．ス，細断のフロィンドリヒ夫妻，我が國

早乙女博士及び山本博士夫妻，支那のギルマルケ師や余青松教授等が純天

文家εして出席されたが，ほかに他の二部から傍賠に來ナこ三々もあって，

出席は全部で約二十名であっナこ．

　始めに，世話役のブイサーVisser氏（バダビや氣即知副長）の主唱で，早

乙女博士が座長に推され，下のプログラムで論：文が護表された．

ブ　　ラ　　“i　ユ　（F。BraChet）氏，　Sur　un　appareil　dlenseignement　da　la　cosmo－

　　　　　　　graphie．

クライケン（E．A．：Kreiken）氏，　Some　remarks・1・spec亡・・sc・pic　binaries・

三　ラ　一（」．A．　Miller）臨S・・ne　eclipse　problems・

早乙女皆皆氏，On　the　difference’　of　Iongitude　between　Tokya　and　Vladfvostock．

ワレン串スト　（A．Wallen騒Uist）』葭，　On　the　masses　of　the　stars　in　clusters

　　　　　　　and．theit　relation　to　the　theorv　of　Eddington．

同 上（向　上），Sorne　remarks　on　the　frequency　curves　for　whi亡e

　stars　in　open　clusters．

山　摩　國■・　溝　氏，　Index　of　sun－spo亡　ac亡ii亡y・

岡 上

余青松
上記のうち，

叉，早乙’女氏も時間が無くて論文を讃まれなかつナこ．

いてフロィンドリヒ氏が批評ミ意見εを述べられたのは面白かつた．

　丁合は正午十二時に閉ぢられ九，

　因みに，此の日の前日，レンバン天文墓では横長主催の御茶の會があっ

たので，百飴名の代員たちが馴れに参加しfc．

　，　Total　eclipse　solar　of　．May　9，　192　．（Prelimininary　report　of

　an　expedition．

氏，Aphotome亡ric　study　of　stellar　spectra．

フラシエ氏Eワレンキスト氏εは訣席で，論文は讃まれす，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミラー氏の演説につ


